共通機器利用料金における年間パス適用の開始届出書

　　　年　 　月　 　日

機器分析支援部門
伊那分室長　殿

所属コース等　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　

信州大学農学部共通機器運用内規別紙における「年間パス（１指導教員当たり）」の利用料金を適用していただきたく、以下のとおり届出いたします。

適用年度：2025年度

適用機器
	· 透過電子顕微鏡
	年間　30,000円

	· 高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置400・500
	年間 100,000円

	· 全自動細胞解析装置
	年間　60,000円

	· 共焦点レーザー顕微鏡
	年間　30,000円

	· ルミノ・イメージアナライザー
	年間　 1,500円

	· リアルタイムPCR装置
	年間　10,000円

	· 精密回転式ミクロトーム
	年間　 5,000円

	· タイムラプス（培養）装置
	年間　15,000円

	· 1台 □２台 □３台 バイオシェーカー
	年間　 5,000円/台

	· 分子間相互作用解析システム
	年間　30,000円

	· 蛍光実体顕微鏡
	年間　10,000円

	· クリオスタット
	年間　10,000円

	· 1台 □２台 環境制御装置
	年間　 5,000円/台

	· 大気圧イオン化飛行時間型質量分析計
	年間　50,000円

	· オールインワン蛍光顕微鏡
	年間　30,000円

	· 細胞外フラックスアナライザー
	年間　30,000円

	· 冷蔵ショーケース　左右各1段
	年間　 2,000円


※年間パスを適用する機器をチェックすること。
※共焦点レーザー顕微鏡とオールインワン蛍光顕微鏡を同時に適用する場合は、
　50,000円とする。

支出財源
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　予算詳細名　　　：                 
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